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〈 編 集 後 記 〉

今回はいつ もより少 し多い5編 の研究 ノー トをお届け しま したが、その中の3編 が偶然、 ミクロ

ソからオングス トロームの微小世界での物質 の制御や測定を扱ったものとな りま した。同種の研究

として、単一電子デバイスや、単一の原子や分子の分光 など もあ りますが、いずれも最近 目覚 まし

い進歩を遂げてお り、今 までは概念の中で しか取 り扱えなかった ミクロの世界を見た り触 った りす

ることがで きる時代 になった ことを感 じます。 「百聞は一見に如かず」 とい うように、直接的な結

果を絵で見 られ るこのよ うな研究は、それか ら得 られる成果 もさることながら、専門外の者 にもと

て もわか りやす く、強い説得力を持 ってい ます。一般の人にとって、物性科学は素粒子や宇宙など

と比べてわか りに くく地味な存在だったと思 いますが、これか らは物性 に興味を持つ人 も増 えるの

ではないかと期待 しています。今後の発展が楽 しみです。

昨年 から阪大で もよ うや く学内ネ ッ トワー クODINSが 動 き出 し、ち ょうど同 じ頃か らイソター

ネ ッ トがブームになった り、電子投稿を推奨す る雑誌が増えた りした こともあり、今では多 くの方

が電子 メイルなどでネッ トワークを利用 されてい ることと思います。低温セソターだよ りの編集委

員の間で も、連絡用 にと、今回の編集委員会で初めて電子メイルのア ドレスの交換を しました。ま

た、低温 セソターだよりの記事に今 まで付記 していた著者の方の内線番号に加えて、著者が電子メ

イルを使 われてい る場合はア ドレスも付記 しよ うということにな りました。電子メイルを活用 され

ている方には改めて申し上げる必要 も無 いことですが、相手が不在で も電話の ように何度 もかけ直

さな くて もいいとい うのは、電子 メイルの大 きな メリッ トです。著者への問い合わせなどにどうぞ

ご利用 ください。(栗 田 厚)
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表紙説明 単一微粒子の表面電荷密度測定装置の概念図。液体中に分散 した微粒子は解離や吸着により
電荷を帯び、電場下に置 くと微弱な静電力が発生する。この静電力を微粒子一個一個につい
て観測 し、表面電荷密度を解析して解離や吸着現象を明らかにする。(本 文p.一1参照)


